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梨
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告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
二
百
五
十
七
号

自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
第
百
十
四
条
、
第
百
十
七
条
第
一
項
及

び
第
百
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
二
等
陸
士
と
し
て
採
用
す
る
陸
上
自
衛
官
、
二
等
海
士
と
し
て
採
用

す
る
海
上
自
衛
官
及
び
二
等
空
士
と
し
て
採
用
す
る
航
空
自
衛
官
の
平
成
十
八
年
度
の
募
集
期
間
及
び

採
用
試
験
の
試
験
期
日
等
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
採
用
予
定
数

１
　
平
成
十
八
年
七
・
八
月
採
用
（
男
性
）
陸
・
海
・
空
自
衛
官
　
約
十
名

２
　
平
成
十
八
年
八
月
採
用
（
女
性
）
陸
・
海
・
空
自
衛
官
　
約
一
名

３
　
平
成
十
八
年
十
月
採
用
（
男
性
）
海
・
空
自
衛
官
　
約
五
名

４
　
平
成
十
九
年
三
・
四
月
採
用
（
男
性
）
陸
・
海
・
空
自
衛
官
　
約
五
十
名

５
　
平
成
十
九
年
三
・
四
月
採
用
（
女
性
）
陸
・
海
・
空
自
衛
官
　
若
干
名

二
　
受
付
期
間

１
　
平
成
十
八
年
七
・
八
月
採
用
（
男
性
）

平
成
十
八
年
四
月
一
日
（
土
）
か
ら
同
年
六
月
十
六
日
（
金
）
ま
で

２
　
平
成
十
八
年
八
月
採
用
（
女
性
）

平
成
十
八
年
四
月
一
日
（
土
）
か
ら
同
年
六
月
十
六
日
（
金
）
ま
で

３
　
平
成
十
八
年
十
月
採
用
（
男
性
）

平
成
十
八
年
四
月
一
日
（
土
）
か
ら
同
年
九
月
一
日
（
金
）
ま
で

４
　
平
成
十
九
年
三
・
四
月
採
用
（
男
性
）

平
成
十
八
年
四
月
一
日
（
土
）
か
ら
同
年
九
月
二
十
二
日
（
金
）
ま
で

５
　
平
成
十
九
年
三
・
四
月
採
用
（
女
性
）

平
成
十
八
年
八
月
一
日
（
火
）
か
ら
同
年
九
月
八
日
（
金
）
ま
で

６
　
た
だ
し
、
平
成
十
九
年
三
・
四
月
採
用
に
係
わ
る
平
成
十
九
年
三
月
の
高
等
学
校
の
卒
業
予
定

者
又
は
中
等
教
育
学
校
の
卒
業
予
定
者
の
受
付
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
及
び
厚
生
労
働
省
か
　

ら
示
さ
れ
た
期
日
以
降
に
実
施
す
る
。

三
　
受
付
場
所

名
　
　
　
　
称

所
在
地
及
び
連
絡
先

自
衛
隊
山
梨
地
方
連
絡
部
本
部

甲
府
市
北
新
一
丁
目
七
番
九
号

電
話
〇
五
五
│
二
五
三
│
一
五
九
一

自
衛
隊
山
梨
地
方
連
絡
部
甲
府
募
集
案
内
所
　

甲
府
市
寿
町
五
番
三
号
　
飯
島
ビ
ル

電
話
〇
五
五
│
二
二
八
│
六
四
二
七

自
衛
隊
山
梨
地
方
連
絡
部
大
月
募
集
事
務
所

大
月
市
御
太
刀
二
丁
目
八
番
十
号

電
話
〇
五
五
四
│
二
二
│
一
二
九
八

自
衛
隊
山
梨
地
方
連
絡
部

南
ア
ル
プ
ス
市
桃
園
六
百
十
一
番
地
二

南
ア
ル
プ
ス
募
集
セ
ン
タ
ー

電
話
〇
五
五
│
二
八
三
│
五
一
五
〇

四
　
応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、
か
つ
、
採
用
予
定
月
の
一
日
現
在
で
十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満
で
あ
る
こ

と
。

五
　
試
験
期
日

１
　
平
成
十
八
年
七
・
八
月
採
用
（
男
性
）

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
六
百
五
十
九
号
　
　
平
成
十
八
年
四
月
二
十
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

三
一
七

山
梨
県
公
報
平
成
十
八
年

四
月
二
十
日

第
千
六
百
五
十
九
号

木　曜　日



平
成
十
八
年
六
月
十
七
日
（
土
）
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

２
　
平
成
十
八
年
八
月
採
用
（
女
性
）

平
成
十
八
年
六
月
十
七
日
（
土
）
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

３
　
平
成
十
八
年
十
月
採
用
（
男
性
）

平
成
十
八
年
九
月
二
日
（
土
）
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

４
　
平
成
十
九
年
三
・
四
月
採
用
（
男
性
）

平
成
十
八
年
九
月
二
十
四
日
（
日
）
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

５
　
平
成
十
九
年
三
・
四
月
採
用
（
女
性
）

平
成
十
八
年
九
月
二
十
五
日
（
月
）
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

六
　
試
験
実
施
場
所

自
衛
隊
北
富
士
駐
屯
地
　
南
都
留
郡
忍
野
村
忍
草
三
千
九
十
三
番
地
　
電
話
〇
五
五
五
│
八
四
│

三
一
三
五

山
梨
県
告
示
第
二
百
五
十
八
号

国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
国
民
健

康
保
険
組
合
が
次
の
と
お
り
解
散
し
た
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
国
民
健
康
保
険
組
合
の
名
称

山
梨
県
建
設
国
民
健
康
保
険
組
合

二
　
事
務
所
の
所
在
地

甲
府
市
中
央
四
丁
目
十
二
番
二
十
一
号
　
甲
府
法
人
会
館
一
階
（
山
梨
県
建
設
組
合
連
合
会
内
）

三
　
組
合
の
地
区

山
梨
県
の
各
市
町
村
の
区
域

四
　
解
散
の
理
由

中
央
建
設
国
民
健
康
保
険
組
合
と
合
併
の
た
め

山
梨
県
告
示
第
二
百
五
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
保
安
林
の
所
在
場
所

北
杜
市
小
淵
沢
町
上
笹
尾
字
篠
原
三
三
三
二
の
二
二
五
七
、
三
三
三
二
の
二
二
五
八
、
三
三
三
二

の
二
二
七
二

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

風
害
の
防
備

三
　
解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

山
梨
県
告
示
第
二
百
六
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
保
安
林
の
所
在
場
所

北
杜
市
小
淵
沢
町
上
笹
尾
字
篠
原
三
三
三
二
の
九
一
・
三
三
三
二
の
二
二
五
三
（
以
上
二
筆
に
つ

い
て
、
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二
　
指
定
の
目
的

風
害
の
防
備

三
　
指
定
施
業
要
件

（一）

立
木
の
伐
採
の
方
法

１
　
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

北
杜
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

公
　
　
　
告

'

土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
朝
穂

堰
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
が
退
任
及
び
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
六
百
五
十
九
号
　
　
平
成
十
八
年
四
月
二
十
日

三
一
八



一
　
退
　
任

役
職
名

氏
　
　
　
名

住
　
　
　
　
　
　
　
所

退
　
任
　
年
　
月
　
日

理
　
事

深
澤
　
孝
重

北
杜
市
明
野
町
浅
尾
一
五
六
四
番
地

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

同

篠
原
　
吉
一

韮
崎
市
穂
坂
町
三
之
蔵
五
〇
三
三
番
地
同

監
　
事

山
本
　
松
雄

同
　
　
　
　
　
三
ツ
沢
二
四
二
三
番
地
同

同

清
水
　
一
恵

北
杜
市
明
野
町
浅
尾
二
二
六
〇
番
地
二
同

同

名
取
　
　
勝

韮
崎
市
穂
坂
町
宮
久
保
四
〇
三
六
番
地
同

二
　
就
　
任

役
職
名

氏
　
　
　
名

住
　
　
　
　
　
　
　
所

就
　
任
　
年
　
月
　
日

理
　
事

清
水
　
政
治

北
杜
市
明
野
町
浅
尾
五
〇
〇
番
地

平
成
十
八
年
四
月
一
日

同

横
森
　
弘
文

韮
崎
市
穂
坂
町
宮
久
保
四
一
三
五
番
地
一
同

同

望
月
二
三
男

甲
府
市
貢
川
一
丁
目
六
番
地
一
五

同

監
　
事

平
賀
　
珪
一

韮
崎
市
穂
坂
町
三
ツ
沢
二
六
八
八
番
地
同

同

五
味
　
武
洋

北
杜
市
明
野
町
上
手
八
二
八
四
番
地

同

同

望
月
　
正
澄

韮
崎
市
穂
坂
町
三
之
蔵
五
二
四
七
番
地
一
同

人
事
委
員
会

山
梨
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
二
号

山
梨
県
人
事
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
淺
　
　
井
　
　
和
　
　
夫

山
梨
県
人
事
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
人
事
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
（
昭
和
六
十
一
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
二
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
総
則
」
を
「
通
則
」
に
、「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
四
条
」
に
、「
収
受
及
び
配
布
等

（
第
十
四
条
―
第
十
六
条
」
を
「
行
政
文
書
の
取
得
（
第
十
五
条
）」
に
、「
文
書
の
処
理
（
第
十
七
条

―
第
二
十
七
条
）」
を
「
文
書
の
作
成
（
第
十
六
条
―
第
二
十
六
条
）」
に
、「
第
二
十
八
条
―
第
三

十
二
条
」
を
「
第
二
十
七
条
―
第
三
十
一
条
」
に
、「
第
三
十
三
条
―
第
三
十
五
条
」
を
「
第
三
十
二

条
―
第
三
十
五
条
」
に
改
め
る
。

第
三
章
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
章

文
書
事
務

第
一
節
　
通
則

（
文
書
管
理
者
）

第
四
条

行
政
文
書
（
山
梨
県
情
報
公
開
条
例
（
平
成
十
一
年
山
梨
県
条
例
第
五
十
四
号
。
以
下
「
情

報
公
開
条
例
」
と
い
う
。）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
行
政
文
書
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
管

理
を
統
括
す
る
た
め
、
事
務
局
に
文
書
管
理
者
を
置
き
、
次
長
の
職
に
あ
る
者
を
も
つ
て
充
て
る
。

２
　
文
書
管
理
者
は
、
行
政
文
書
の
管
理
が
適
正
か
つ
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
次
条
に
規
定
す
る
文

書
管
理
主
任
に
対
し
、
必
要
な
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
文
書
管
理
主
任
）

第
五
条

事
務
局
に
文
書
管
理
主
任
を
置
き
、
総
括
次
長
補
佐
の
職
に
あ
る
者
を
も
つ
て
充
て
る
。

２
　
文
書
管
理
主
任
は
、
文
書
管
理
者
を
補
佐
し
、
行
政
文
書
の
管
理
に
関
し
事
務
局
の
職
員
を
指
導

監
督
す
る
と
と
も
に
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
行
政
文
書
の
受
領
、
配
布
、
収
受
、
作
成
、
施
行
、
保
管
、
引
継
ぎ
、
保
存
、
移
管
及
び
廃
棄

に
関
す
る
こ
と
。

二
　
行
政
文
書
の
分
類
基
準
に
関
す
る
こ
と
。

三
　
前
二
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
文
書
管
理
者
が
必
要
と
認
め
る
事
項

（
文
書
管
理
担
当
者
）

第
六
条

事
務
局
に
文
書
管
理
担
当
者
を
置
き
、
文
書
管
理
者
が
指
名
す
る
者
を
充
て
る
。

２
　
文
書
管
理
担
当
者
は
、
文
書
管
理
主
任
の
指
示
を
受
け
、
前
条
第
二
項
の
事
務
を
処
理
す
る
。

（
次
長
補
佐
等
の
職
務
）

第
七
条

次
長
補
佐
及
び
担
当
リ
ー
ダ
ー
は
、
そ
の
所
属
す
る
担
当
の
行
政
文
書
の
処
理
状
況
を
常
に

把
握
し
、
事
案
の
迅
速
か
つ
適
切
な
処
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
行
政
文
書
に
よ
る
事
務
処
理
）

第
八
条

事
務
局
に
お
い
て
は
、
そ
の
事
務
及
び
事
業
に
係
る
意
思
決
定
に
当
た
つ
て
は
行
政
文
書
を

作
成
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
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一
　
意
思
決
定
と
同
時
に
行
政
文
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
　
事
後
に
行
政
文
書
を

作
成
す
る
こ
と
。

二
　
処
理
に
係
る
事
案
が
軽
微
な
も
の
で
あ
る
場
合
　
行
政
文
書
の
作
成
を
省
略
で
き
る
。

（
行
政
文
書
取
扱
い
の
原
則
）

第
九
条

行
政
文
書
の
処
理
は
、
確
実
か
つ
迅
速
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
行
政
文
書
は
、
て
い
ね
い
に
取
り
扱
う
と
と
も
に
、
常
に
整
理
し
、
そ
の
所
在
を
明
確
に
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
秘
密
を
要
す
る
行
政
文
書
は
、
特
に
細
密
な
注
意
を
払
つ
て
取
り
扱
い
、
部
外
の
者
又
は
関
係
職

員
以
外
の
者
の
目
に
触
れ
る
場
所
に
置
い
て
は
な
ら
な
い
。

４
　
行
政
文
書
は
、
庁
外
に
持
ち
出
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
文
書
管
理
主
任
の
許
可
を
受
け
た

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

（
行
政
文
書
の
分
類
）

第
十
条

文
書
管
理
主
任
は
、
そ
の
事
務
及
び
事
業
の
性
質
、
内
容
等
に
応
じ
た
系
統
的
な
行
政
文
書

の
分
類
の
基
準
（
以
下
「
文
書
分
類
基
準
」
と
い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
文
書
分
類
基
準
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
一
回
見
直
し
を
行
い
、
必
要
と
認
め
る
と
き
は

そ
の
改
定
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
文
書
分
類
基
準
は
、
大
分
類
、
中
分
類
及
び
小
分
類
か
ら
成
る
階
層
構
造
と
し
、
小
分
類
の
下
に

関
連
す
る
行
政
文
書
の
ま
と
ま
り
を
管
理
の
単
位
と
し
て
類
型
化
し
た
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
名
を
設

け
る
も
の
と
す
る
。

３
　
行
政
文
書
は
、作
成
年
度
ご
と
に
文
書
分
類
基
準
に
従
い
分
類
し
て
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
行
政
文
書
の
記
号
等
）

第
十
一
条

次
に
掲
げ
る
行
政
文
書
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
記
号
を
付
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
　
人
事
委
員
会
規
則
　
県
名

二
　
告
示
及
び
訓
令
　
委
員
会
名
及
び
行
政
文
書
の
種
類
名

三
　
達
及
び
指
令
　
委
員
会
名
、
行
政
文
書
の
種
類
名
及
び
梨
人
委

四
　
前
各
号
に
定
め
る
も
の
以
外
の
文
書
　
梨
人
委

２
　
往
復
文
書
の
う
ち
親
展
文
書
又
は
秘
密
文
書
に
属
す
る
行
政
文
書
に
は
記
号
の
前
に
「
親
」
又
は

「
秘
」
の
文
字
を
、
不
利
益
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
に
関
す
る
行
政
文
書
に
は
記
号
の
後
に

「
不
」
の
文
字
を
、
勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求
に
関
す
る
行
政
文
書
に
は
記
号
の
後
に
「
措
」

の
文
字
を
そ
れ
ぞ
れ
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
行
政
文
書
の
番
号
）

第
十
二
条

行
政
文
書
に
は
、
毎
年
度
四
月
一
日
を
起
番
と
す
る
一
連
の
番
号
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
同
一
の
件
名
に
よ
り
処
理
す
べ
き
も
の
が
あ
る
場
合
は
、
枝
番
号
を
用
い
る
こ
と

が
で
き
る
。

２
　
人
事
委
員
会
規
則
、
告
示
及
び
訓
令
並
び
に
不
利
益
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
に
関
す
る
行

政
文
書
及
び
勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求
に
関
す
る
行
政
文
書
に
つ
い
て
、
第
一
項
の
番
号
の

ほ
か
に
、
そ
の
行
政
文
書
の
種
類
ご
と
に
毎
年
一
月
一
日
を
起
番
と
す
る
番
号
を
付
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
特
別
取
扱
）

第
十
三
条

行
政
文
書
の
う
ち
、
事
案
が
重
要
な
も
の
、
秘
密
を
要
す
る
も
の
又
は
急
施
を
要
す
る
も

の
は
、
そ
の
旨
を
表
示
し
て
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
行
政
文
書
が
紙

文
書
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
行
政
文
書
の
上
部
に
、
事
案
が
重
要
な
も
の
は
「
重
要
」
と
、

秘
密
を
要
す
る
も
の
は
「
秘
」
と
、
急
施
を
要
す
る
も
の
は
「
至
急
」
と
、
赤
書
き
す
る
も
の
と
す

る
。

（
行
政
文
書
の
登
録
）

第
十
四
条

行
政
文
書
を
収
受
し
、
又
は
作
成
し
た
と
き
は
、
文
書
分
類
及
び
フ
ァ
イ
ル
名
、
件
名
及

び
公
開
件
名
、
保
存
期
間
、
記
号
及
び
番
号
、
所
属
名
、
公
開
区
分
、
作
成
又
は
収
受
の
年
月
日
並

び
に
こ
の
訓
令
で
定
め
る
事
項
を
総
合
的
行
政
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
（
電
子
計
算
機
を
利
用
し
て
行

政
文
書
の
収
受
、
起
案
、
決
裁
、
保
存
、
廃
棄
そ
の
他
行
政
文
書
に
関
す
る
一
連
の
処
理
を
行
う
シ

ス
テ
ム
を
い
う
。
以
下
「
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
登
録
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２
　
前
項
の
登
録
に
お
い
て
、
公
開
件
名
に
つ
い
て
は
件
名
か
ら
情
報
公
開
条
例
第
八
条
各
号
に
規
定

す
る
不
開
示
情
報
を
除
い
た
も
の
を
登
録
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
開
示
区
分
を
一
部
開
示
又
は

不
開
示
と
し
た
と
き
は
、
不
開
示
と
す
る
理
由
を
登
録
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
節
　
行
政
文
書
の
取
得

（
事
務
局
に
お
け
る
収
受
及
び
配
布
の
手
続
）

第
十
五
条

事
務
局
に
到
達
し
た
文
書
等
は
、
事
務
局
に
お
い
て
受
領
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
電
話
、
面
談
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
得
た
情
報
に
基
づ
き
作
成
し
た
行
政
文
書
は
、
こ
の
訓
令
の

適
用
に
お
い
て
事
務
局
に
直
接
到
達
し
た
文
書
等
と
み
な
す
。

３
　
事
務
局
が
受
領
し
た
文
書
等
の
う
ち
、
事
務
局
の
所
掌
事
務
に
属
さ
な
い
も
の
が
あ
る
と
き
は
、

直
ち
に
当
該
文
書
等
の
発
送
者
に
返
還
又
は
当
該
文
書
等
の
内
容
に
係
る
事
務
を
所
掌
す
る
所
属
に

転
送
す
る
も
の
と
す
る
。

４
　
文
書
管
理
担
当
者
は
、
受
領
し
た
文
書
（
図
画
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
、

次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
開
封
し
た
後
（
親
展
の
文
書
に
あ
つ
て
は
、
閉
封
の
ま
ま
文
書
管
理
主
任
に
提
出
し
て
そ
の
審

査
を
受
け
た
後
）
、
直
ち
に
行
政
文
書
と
そ
れ
以
外
の
文
書
に
分
け
、
行
政
文
書
に
つ
い
て
は
そ

の
余
白
に
収
受
印
を
押
印
の
上
、
当
該
文
書
の
内
容
に
係
る
事
務
等
を
所
掌
す
る
主
任
者
（
以
下
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主
任
者
と
い
う
。
）
に
配
布
し
、
行
政
文
書
以
外
の
文
書
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
所
定
の
場
所

に
必
要
な
期
間
備
え
、
職
員
の
閲
覧
に
供
す
る
こ
と
。

二
　
訴
訟
、
不
服
申
立
て
、
配
達
証
明
付
き
そ
の
他
収
受
の
日
時
が
権
利
の
取
得
、
変
更
又
は
喪
失

に
関
係
の
あ
る
場
合
は
、
第
一
号
の
取
扱
い
に
よ
る
ほ
か
、
そ
の
文
書
の
余
白
に
収
受
の
時
刻
を

明
記
し
、
押
印
の
う
え
、
そ
の
封
筒
を
添
付
す
る
こ
と
。

５
　
文
書
管
理
担
当
者
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
運
用
す
る
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
地
方

公
共
団
体
の
組
織
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
相
互
に
接
続
し
た
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
い
う
。
）
の

電
子
文
書
交
換
シ
ス
テ
ム
（
以
下
「
電
子
文
書
交
換
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
交
換
さ
れ
る

行
政
文
書
又
は
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
運
用
す
る
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
到
達
し
た
電
子
文
書

（
行
政
文
書
の
う
ち
電
磁
的
記
録
で
あ
つ
て
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
受
信
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
主
任
者
に
配
布
す
る
も
の
と
す
る
。

６
　
主
任
者
は
、
受
領
し
、
又
は
配
布
を
受
け
た
行
政
文
書
を
直
ち
に
収
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
　
主
任
者
は
、
前
項
の
行
政
文
書
の
う
ち
特
に
重
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
上
司
の
閲

覧
に
供
し
、
そ
の
処
理
方
針
に
つ
い
て
指
示
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８
　
主
任
者
は
、
紙
文
書
を
収
受
し
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
紙
文
書
と
し
て
登
録
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
登
録
し
た
収
受
年
月
日
及
び
番
号
を
紙
文
書
に
記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
紙
文

書
を
電
子
文
書
と
し
て
登
録
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

９
　
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
主
任
者
は
、
紙
文
書
を
電
子
文
書
と
し
て
登
録
し
た
と
き
は
、

当
該
紙
文
書
の
内
容
が
軽
易
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
廃
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
節
　
文
書
の
作
成

（
行
政
文
書
の
作
成
）

第
十
六
条

行
政
文
書
の
作
成
に
際
し
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
口
語
体
に
よ
り
、
常
用
漢
字
及
び
現
代
か
な
づ
か
い
を
用
い
、
そ
の
事
案
の
内
容
を
的
確
、
平

易
か
つ
簡
明
に
表
現
す
る
こ
と
。

二
　
事
案
が
定
例
的
な
も
の
又
は
軽
易
な
も
の
を
除
き
、
作
成
理
由
、
内
容
の
説
明
そ
の
他
参
考
と

な
る
事
項
に
つ
い
て
記
載
し
、
資
料
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
添
付
す
る
こ
と
。

２
　
行
政
文
書
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
き
、
す
べ
て
左
横
書
き
に
よ
り
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
法
令
に
よ
り
様
式
が
縦
書
き
と
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の

二
　
山
梨
県
公
報
に
登
載
を
要
す
る
も
の
（
様
式
が
左
横
書
き
と
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。）

三
　
調
査
票
等
で
様
式
が
縦
書
き
と
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の

四
　
そ
の
他
文
書
管
理
者
が
縦
書
き
と
す
る
こ
と
を
適
当
と
認
め
た
も
の

３
　
行
政
文
書
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
四
判
を
基
準
と
し
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
起
案
等
）

第
十
七
条

行
政
文
書
の
起
案
は
、
法
令
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム

に
意
志
決
定
を
行
う
内
容
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
入
力
し
、
起
案
し
た
旨
を
電
磁
的
に
表
示
し
、
記

録
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
紙
文
書
の
資
料
そ
の
他
起
案
に
必
要
な
書
面
等
（
以
下
こ
の
条
及
び
第

二
十
六
条
に
お
い
て
「
添
付
文
書
」
と
い
う
。
）
を
添
付
し
て
起
案
を
行
う
場
合
に
は
、
文
書
管
理

シ
ス
テ
ム
か
ら
添
付
文
書
管
理
票
を
出
力
し
、
こ
れ
に
添
付
文
書
を
添
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

３
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
方

法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
文
書
管
理
者
が
事
務
処
理
の
効
率
化
等
の
観
点
か
ら
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
、
か
つ
起
案
し
よ

う
と
す
る
行
政
文
書
が
紙
文
書
で
あ
る
場
合
　
起
案
用
紙
、
公
報
原
稿
用
紙
等
の
書
面
に
意
志
決

定
を
行
う
内
容
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記
載
し
、
起
案
者
が
こ
れ
に
署
名
又
は
押
印
し
て
行
う
方

法
二
　
文
書
管
理
者
が
事
務
処
理
の
効
率
化
等
の
観
点
か
ら
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
、
か
つ
意
志
決
定

を
行
う
内
容
が
軽
易
で
あ
り
、
か
つ
、
起
案
し
よ
う
と
す
る
行
政
文
書
が
紙
文
書
で
あ
る
場
合
当
　

該
紙
文
書
の
用
紙
の
余
白
等
に
意
志
決
定
を
行
う
内
容
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記
載
し
、
起
案
者

が
こ
れ
に
署
名
又
は
押
印
し
て
行
う
方
法

三
　
山
梨
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
規
則
第
十
一
号
。
以
下
「
財
務
規
則
」
と
い
う
。）

に
定
め
る
起
案
を
行
う
場
合
　
財
務
規
則
で
定
め
る
様
式
に
意
志
決
定
を
行
う
内
容
そ
の
他
必
要

な
事
項
を
記
載
し
、
起
案
者
が
こ
れ
に
署
名
又
は
押
印
し
て
行
う
方
法

四
　
資
料
そ
の
他
既
に
作
成
さ
れ
て
い
る
簡
易
な
文
書
を
郵
送
す
る
場
合
　
資
料
送
付
簿
に
必
要
な

事
項
を
記
載
し
て
行
う
方
法

五
　
前
各
号
の
場
合
を
除
き
、
文
書
管
理
者
が
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
方
法
に
よ
り
起
案
が
行
い
難

い
と
認
め
る
場
合
　
文
書
管
理
者
が
別
に
定
め
る
方
法

（
決
裁
区
分
）

第
十
八
条

起
案
文
書
に
は
、
事
案
に
関
し
て
決
裁
権
限
を
有
す
る
者
の
職
を
決
裁
区
分
と
し
て
表
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
事
案
に
関
し
て
決
裁
権
限
を
有
す
る
者
の
職
が
次
長
補
佐
で
あ

る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

（
例
文
処
理
）

第
十
九
条

次
に
掲
げ
る
行
政
文
書
の
う
ち
、
定
例
的
な
事
案
で
同
一
施
行
文
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
施
行
文
に
つ
い
て
決
裁
を
受
け
、
か
つ
、
起
案
の
際
は
こ
れ

に
必
要
事
項
を
記
載
し
て
決
裁
を
受
け
、
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
告
示
及
び
公
告

二
　
達
、
指
令
、
往
復
文
等

三
　
法
令
等
に
よ
り
様
式
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
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（
発
信
者
名
）

第
二
十
条

行
政
文
書
は
、
そ
の
権
限
を
有
す
る
者
の
名
を
も
つ
て
発
信
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
官
公
署
、
団
体
等
に
対
し
て
発
す
る
も
の
で
軽
易
な
も
の
は
事
務
局
長
名
を
、
特
に
軽
易
な

照
会
、
回
答
等
に
つ
い
て
は
次
長
名
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
発
信
者
名
は
、
委
員
会
名
を
用
い
る
場
合
を
除
き
、
職
氏
名
を
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

そ
の
内
容
に
よ
り
氏
名
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
回
議
の
順
序
）

第
二
十
一
条

起
案
文
書
の
回
議
は
、
意
思
決
定
に
必
要
な
最
小
限
度
に
と
ど
め
る
も
の
と
し
、
そ
の

順
序
は
、
お
お
む
ね
担
当
リ
ー
ダ
ー
、
次
長
補
佐
、
総
括
次
長
補
佐
、
次
長
、
事
務
局
長
と
す
る
。

（
関
係
書
類
の
添
付
）

第
二
十
二
条

同
一
事
案
で
数
回
に
わ
た
り
起
案
を
重
ね
る
も
の
は
、
そ
の
事
案
の
処
理
が
終
わ
る
ま

で
の
間
、
既
に
決
裁
を
受
け
た
起
案
文
書
を
以
後
の
起
案
文
書
に
関
連
文
書
と
し
て
添
付
し
て
回
議

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
文
書
管
理
主
任
が
事
務
処
理
の
効
率
化
等
の
観
点
か
ら
合
理
的

で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
起
案
の
修
正
等
）

第
二
十
三
条

起
案
の
内
容
を
修
正
し
た
者
は
、
当
該
修
正
部
分
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
回
議
し
た
起
案
を
修
正
し
た
場
合
に
お
い
て
、
修
正
を
行
つ
た

者
は
必
要
な
事
項
を
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
紙
文
書
の
起
案
を
修
正
し
た
場
合
に
お
い
て
、
修
正
を
行
つ
た
者
は
修
正
を
行
つ
た
部
分
に
押
印

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
修
正
が
用
字
、
用
語
、
文
体
等
の
形
式
上
の
も
の
に
あ
つ

て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

（
代
決
及
び
後
閲
）

第
二
十
四
条

紙
文
書
の
起
案
を
代
決
す
る
者
は
、
決
裁
権
限
を
有
す
る
者
の
押
印
す
べ
き
個
所
に
押

印
の
上
そ
の
左
上
に
「
代
」
の
文
字
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
山
梨
県
人
事
委
員
会
事
務
局
組
織
規
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
後
閲
は
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
て
行
つ
た
代
決
に
あ
つ
て
は
当
該
起
案
文
書
を
決
裁
権
限
を
有
す
る
者
に
供
覧
す
る
こ
と
に

よ
り
行
い
、
紙
文
書
の
起
案
文
書
を
回
付
し
て
行
つ
た
代
決
に
あ
つ
て
は
当
該
起
案
文
書
に
「
要
後

閲
」
の
文
字
を
記
載
し
速
や
か
に
決
裁
権
限
を
有
す
る
者
に
こ
れ
を
回
付
し
確
認
を
し
た
旨
の
押
印

又
は
署
名
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
行
う
。

（
決
裁
済
印
）

第
二
十
五
条

電
子
決
裁
に
よ
ら
な
い
で
決
裁
し
た
起
案
文
書
に
は
、
文
書
管
理
担
当
者
に
お
い
て
決

裁
済
印
を
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
供
覧
）

第
二
十
六
条

主
任
者
は
、
そ
の
所
掌
す
る
事
務
等
の
実
績
等
に
つ
い
て
関
係
す
る
職
員
に
報
告
又
は

周
知
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
行
政
文
書
を
作
成
し
、
確
認
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
者
に
当
該
行
政
文

書
を
供
覧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
供
覧
す
る
行
政
文
書
の
作
成
は
、
法
令
そ
の
他
特
別
な
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
文
書
管
理
シ

ス
テ
ム
に
報
告
事
項
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
入
力
し
、
供
覧
す
る
旨
を
電
磁
的
に
表
示
し
、
記
録
す

る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
紙
文
書
の
添
付
文
書
を
添
付
し
て
行
う
場
合
に
は
、
文
書
管
理
シ
ス
テ

ム
か
ら
供
覧
用
紙
を
出
力
し
、
こ
れ
に
添
付
文
書
を
添
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

４
　
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る

方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
文
書
管
理
者
が
事
務
処
理
の
効
率
化
等
の
観
点
か
ら
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
、
か
つ
供
覧
し
よ

う
と
す
る
行
政
文
書
が
紙
文
書
で
あ
る
場
合
　
供
覧
用
紙
又
は
当
該
紙
文
書
に
報
告
事
項
そ
の
他

必
要
な
事
項
及
び
供
覧
す
る
旨
を
記
載
し
、
主
任
者
が
こ
れ
に
署
名
又
は
押
印
し
て
行
う
方
法

二
　
文
書
管
理
者
が
事
務
処
理
の
効
率
化
等
の
観
点
か
ら
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
、
か
つ
供
覧
し
よ

う
と
す
る
行
政
文
書
が
電
子
文
書
で
あ
る
場
合
　
企
画
部
情
報
政
策
課
が
運
用
す
る
グ
ル
ー
プ
ウ

ェ
ア
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
よ
る
方
法

三
　
前
二
号
の
場
合
を
除
き
、
文
書
管
理
者
が
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
方
法
に
よ
り
供
覧
が
行
い
難

い
と
認
め
る
場
合
　
文
書
管
理
者
が
別
に
定
め
る
方
法

５
　
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
行
政
文
書
の
供
覧
は
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
行

う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
文
書
管
理
者
が
事
務
処
理
の
効
率
化
等
の
観
点
か
ら
合
理
的
で
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
次
項
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

６
　
紙
文
書
で
あ
る
行
政
文
書
の
供
覧
は
、
当
該
行
政
文
書
を
確
認
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
者
に
順
次
回

付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

７
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
行
政
文
書
の
内
容
が
重
要
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
行
政
文
書

を
携
帯
し
、
確
認
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
者
の
閲
覧
に
供
し
、
供
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
節
　
行
政
文
書
の
施
行

（
決
裁
文
書
の
施
行
）

第
二
十
七
条

主
任
者
は
、
起
案
文
書
の
決
裁
を
受
け
た
と
き
は
、
速
や
か
に
浄
書
し
、
及
び
校
合
し

た
上
で
起
案
文
書
を
確
定
し
、
施
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
行
政
文
書
の
施
行
は
、
法
令
そ
の
他
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
行
政
文
書
を
相
手
方
に

発
送
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
前
項
の
施
行
に
お
い
て
、
特
別
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
発
送
す
る
行
政
文
書
に
記
号
及
び

番
号
並
び
に
発
送
す
る
日
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
印
及
び
電
子
署
名
）

第
二
十
八
条

電
子
文
書
を
発
送
す
る
場
合
に
は
、
電
子
署
名
（
電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
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法
律（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
二
号
）第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
子
署
名
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
行
政
文
書
を
発
送
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
公
印
を
押
印

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
行
政
文
書
に
は
、
電
子
署
名
又
は
公
印
の
押
印
を

省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
照
会
、
回
答
、
通
知
、
依
頼
、
報
告
等
（
県
の
機
関
以
外
の
も
の
に
対
し
て
発
す
る
行
政
文
書

に
あ
つ
て
は
、
軽
易
な
も
の
に
限
る
。）

二
　
本
、
雑
誌
、
事
務
処
理
手
引
、
資
料
、
用
紙
等
の
送
付
書

三
　
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
軽
易
な
行
政
文
書

４
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
公
印
の
押
印
を
省
略
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
行
政
文
書
が
県
の
機
関
以

外
の
も
の
に
対
し
て
発
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
発
信
者
名
の
下
に
「（
公
印
省
略
）」
の
表
示

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
電
子
文
書
の
施
行
の
方
法
）

第
二
十
九
条

電
子
文
書
の
発
送
は
、
特
定
の
事
務
等
を
行
う
た
め
特
に
整
備
さ
れ
た
特
定
の
電
子
情

報
処
理
組
織
を
利
用
し
て
行
う
場
合
を
除
き
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と

す
る
。

一
　
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
送
信

二
　
企
画
部
情
報
政
策
課
長
が
運
用
す
る
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
送
信
又
は
掲
示
板
へ

の
登
録

三
　
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
電
子
文
書
交
換
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
送
信

四
　
山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
が
運
用
す
る
山
梨
県
・
市
町
村
電
子
申
請
受
付
共
同
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
送
信

（
発
送
等
の
方
法
）

第
三
十
条

文
書
管
理
担
当
者
は
、
電
子
文
書
を
除
く
発
送
文
書
を
郵
便
の
方
法
に
よ
り
発
送
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法

に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
内
容
が
緊
急
を
要
す
る
と
き
そ
の
他
必
要
が
あ
る
と
文
書
管
理
担
当
者
が
認
め
る
場
合
　
職
員

に
よ
る
持
参

二
　
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
印
の
押
印
を
省
略
し
た
場
合
　
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
利
用

に
よ
る
送
信

三
　
県
の
機
関
へ
発
送
す
る
場
合
　
私
学
文
書
課
の
集
配
ボ
ッ
ク
ス
の
利
用

２
　
文
書
管
理
担
当
者
は
、
電
子
文
書
を
除
く
行
政
文
書
の
発
送
を
終
え
た
と
き
は
、
起
案
文
書
に
発

送
日
を
記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
県
公
報
登
載
）

第
三
十
一
条

県
公
報
に
登
載
を
必
要
と
す
る
行
政
文
書
は
、
山
梨
県
公
報
発
行
規
則
（
昭
和
二
十
八

年
山
梨
県
規
則
第
五
十
二
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
五
節
　
行
政
文
書
の
保
存
等

（
行
政
文
書
の
保
存
整
理
等
）

第
三
十
二
条

行
政
文
書
は
、
必
要
に
応
じ
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
適
正
に
整
理
し
、
及
び
保
管
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
紙
文
書
は
、
保
存
期
間
が
一
年
未
満
の
も
の
及
び
特
別
な
理
由
が
あ
り
他
の
方
法
に
よ
り
整
理
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
き
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
行
政
文
書
ホ
ル
ダ
ー
に
整
理

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
行
政
文
書
ホ
ル
ダ
ー
は
、
年
度
別
に
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
ご
と
に
整
理
し
、
そ
の
厚
さ
が
お
お

む
ね
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
る
場
合
は
、
適
宜
分
冊
と
し
、
分
冊
番
号
を
記
入
す
る
こ
と
。

二
　
図
面
等
は
、
保
存
袋
に
格
納
す
る
こ
と
。

３
　
行
政
文
書
は
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
内
に
保
管
す
る
外
、
文
書
管
理
主
任
が
指
定
す
る
場
所
に
保

管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
行
政
文
書
の
保
存
期
間
等
）

第
三
十
三
条

行
政
文
書
の
保
存
期
間
は
、
法
令
に
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
次
の
区
分
に
よ

る
も
の
と
す
る
。

一
　
三
十
年

二
　
十
年

三
　
五
年

四
　
三
年

五
　
一
年

六
　
事
務
処
理
上
必
要
な
一
年
未
満
の
期
間

２
　
行
政
文
書
の
保
存
期
間
の
基
準
等
は
、
山
梨
県
行
政
文
書
管
理
規
程
（
平
成
十
八
年
山
梨
県
訓
令

甲
第
七
号
）
の
例
に
よ
る
。

３
　
文
書
管
理
主
任
は
、
行
政
文
書
の
保
存
期
間
を
基
準
と
し
、
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
ご
と
に
保
存
期

間
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

４
　
主
任
者
は
、
行
政
文
書
を
作
成
し
又
は
取
得
し
た
と
き
は
、
前
項
の
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
ご
と
の

保
存
期
間
に
従
い
、
当
該
行
政
文
書
に
つ
い
て
保
存
期
間
の
満
了
す
る
日
を
設
定
し
、
及
び
当
該
行

政
文
書
を
当
該
保
存
期
間
の
満
了
す
る
日
ま
で
の
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
使
用
又
は
保
存
に
耐
え
な
い
場
合
に
は
、
当
該
行
政
文
書
に
代
え
て
、
内
容
を
同
じ
く
す
る

同
一
又
は
他
の
種
別
の
行
政
文
書
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

５
　
前
項
の
保
存
期
間
が
満
了
す
る
日
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
行
政
文
書
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
六
百
五
十
九
号
　
　
平
成
十
八
年
四
月
二
十
日

三
二
三



れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
と
す
る
。

一
　
第
三
項
の
保
存
期
間
が
一
年
未
満
の
行
政
文
書
　
当
該
行
政
文
書
を
作
成
し
、
又
は
取
得
し
た

日
か
ら
起
算
し
て
一
年
未
満
の
期
間
内
に
お
い
て
事
務
処
理
上
必
要
な
期
間
の
終
了
す
る
日

二
　
第
三
項
の
保
存
期
間
が
前
号
に
掲
げ
る
保
存
期
間
以
外
の
行
政
文
書
　
当
該
行
政
文
書
を
作
成

し
、
又
は
取
得
し
た
日
の
属
す
る
会
計
年
度
の
翌
会
計
年
度
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
当
該
保
存
期

間
が
表
示
す
る
期
間
の
終
了
す
る
日
（
年
を
単
位
と
す
る
事
項
に
係
る
行
政
文
書
に
あ
つ
て
は
、

当
該
行
政
文
書
を
作
成
し
、
又
は
取
得
し
た
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
当
該

保
存
期
間
が
表
示
す
る
期
間
の
終
了
す
る
日
）

６
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
行
政
文
書
の
第
四
項
の
保
存
期
間
が
満
了
す

る
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
と
す
る
。

一
　
会
計
年
度
の
終
了
す
る
日
の
翌
日
か
ら
当
該
会
計
年
度
の
出
納
閉
鎖
期
ま
で
に
作
成
し
、
又
は

取
得
し
た
当
該
会
計
年
度
の
予
算
の
会
計
事
務
に
係
る
行
政
文
書
　
当
該
行
政
文
書
を
作
成
し
、

又
は
取
得
し
た
日
の
属
す
る
年
の
六
月
一
日
か
ら
起
算
し
て
前
項
第
二
号
に
定
め
る
当
該
保
存
期

間
が
表
示
す
る
期
間
の
終
了
す
る
日

二
　
契
約
を
す
る
た
め
の
行
政
文
書
　
当
該
契
約
に
基
づ
く
債
権
が
消
滅
し
た
日
の
属
す
る
会
計
年

度
の
翌
会
計
年
度
の
六
月
一
日
か
ら
起
算
し
て
前
項
第
二
号
に
定
め
る
当
該
保
存
期
間
が
表
示
す

る
期
間
の
終
了
す
る
日

７
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
行
政
文
書
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
の
保
存
期
間
の
満
了
す
る
日
後
に
お
い
て

も
、
そ
の
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
が
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
保
存
期
間

を
延
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
一
の
区
分
に
該
当
す
る
行
政
文
書
が
他
の

区
分
に
も
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
が
経
過
す
る
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
の
間
保

存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
現
に
監
査
、
検
査
等
の
対
象
と
な
つ
て
い
る
も
の
　
当
該
監
査
、
検
査
等
が
終
了
す
る
日
ま
で

の
間

二
　
現
に
係
属
し
て
い
る
訴
訟
に
お
け
る
手
続
上
の
行
為
を
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
　
当

該
訴
訟
が
終
結
す
る
ま
で
の
間

三
　
現
に
係
属
し
て
い
る
不
服
申
立
て
に
お
け
る
手
続
上
の
行
為
を
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
も

の
　
当
該
不
服
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
間

四
　
山
梨
県
情
報
公
開
条
例
の
規
定
に
よ
る
開
示
の
請
求
又
は
山
梨
県
個
人
情
報
保
護
条
例
（
平
成

十
七
年
山
梨
県
条
例
第
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
開
示
の
請
求
が
あ
つ
た
も
の
　
当
該
開
示
の
請

求
に
係
る
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
間

８
　
文
書
管
理
主
任
は
、
保
存
期
間
が
満
了
し
た
行
政
文
書
に
つ
い
て
、
職
務
の
遂
行
上
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
一
定
の
期
間
を
定
め
て
当
該
保
存
期
間
を
延
長
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
当
該
延
長
に
係
る
保
存
期
間
が
満
了
し
た
後
に
こ
れ
を
更
に
延
長
し
よ
う
と
す
る
と
き

も
、
同
様
と
す
る
。

９
　
行
政
文
書
の
保
存
は
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
紙
文
書
及
び

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
保
存
が
で
き
な
い
電
子
文
書
（
電
磁
的
記
録
の
行
政
文
書
を
い
う
。）

に
あ
つ
て
は
、
事
務
局
に
お
い
て
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

１０

主
任
者
は
、
行
政
文
書
の
保
存
を
適
正
に
行
う
た
め
、
保
存
期
間
が
一
年
以
上
の
行
政
文
書
に
つ

い
て
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
・
行
政
文
書
索
引
を
作
成

し
、
行
政
文
書
ホ
ル
ダ
ー
に
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
完
結
行
政
文
書
の
保
存
）

第
三
十
四
条

主
任
者
は
、
電
子
文
書
を
除
く
行
政
文
書
を
そ
の
行
政
文
書
が
完
結
し
た
日
の
属
す
る

年
度
の
翌
年
度
の
末
日
ま
で
に
行
政
文
書
保
存
箱
に
格
納
し
、
行
政
文
書
保
存
票
を
は
り
付
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
行
政
文
書
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
保
存
期
間
が
一
年
以
下
の
行
政
文
書

二
　
文
書
管
理
主
任
が
事
務
局
内
に
お
い
て
保
存
す
る
こ
と
を
適
当
と
認
め
た
行
政
文
書

２
　
文
書
管
理
主
任
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
格
納
さ
れ
た
行
政
文
書（
以
下「
保
存
文
書
」と
い
う
。）

を
文
書
庫
に
納
め
て
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
文
書
庫
に
は
、
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
を
備
え
、
保
存
文
書
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
存
文
書
の
閲
覧
・
貸
出
し
）

第
三
十
五
条

事
務
局
職
員
が
、
事
務
局
内
で
保
存
し
て
い
る
紙
文
書
を
閲
覧
し
、
又
は
そ
の
貸
出
し

を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
文
書
管
理
主
任
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
節
　
行
政
文
書
の
移
管
及
び
廃
棄

（
行
政
文
書
の
移
管
）

第
三
十
六
条

文
書
管
理
者
は
、
保
存
期
間
が
満
了
し
た
行
政
文
書
の
う
ち
、
歴
史
的
若
し
く
は
文
化

的
資
料
又
は
学
術
研
究
用
の
資
料
と
し
て
保
存
す
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
山
梨
県
立
図
書
館
又
は
山
梨
県
情
報
公
開
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
山
梨
県
規
則
第
三
号
）

第
三
条
に
規
定
す
る
機
関
に
移
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
行
政
文
書
の
廃
棄
の
手
続
）

第
三
十
七
条

主
任
者
は
、
第
三
十
三
条
に
規
定
す
る
保
存
期
間
を
満
了
し
た
行
政
文
書
に
つ
い
て
、

前
条
の
規
定
に
よ
り
移
管
す
る
こ
と
と
す
る
も
の
を
除
き
、
事
務
局
長
の
決
裁
を
受
け
て
廃
棄
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
主
任
者
は
、
行
政
文
書
を
第
三
十
三
条
に
規
定
す
る
保
存
期
間
が
満
了
す
る
前
に
廃
棄
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
き
は
、事
務
局
長
の
決
裁
を
受
け
て
廃
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
主
任
者
は
、
当
該
特
別
の
理
由
及
び
廃
棄
す
る
年
月
日
を
記
載
し
た
記
録
を

作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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梨
県
公
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３
　
主
任
者
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
事
務
局
長
の
決
裁
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
廃
棄
す
る

行
政
文
書
の
一
覧
表
を
作
成
し
、
文
書
管
理
者
及
び
文
書
管
理
主
任
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
廃
棄
の
方
法
等
）

第
三
十
八
条

電
子
文
書
の
廃
棄
は
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
行
政
文
書
を
廃
棄
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
情
報
公
開
条
例
第
八
条
に
定
め
る
不
開
示
事
項
の
漏

え
い
及
び
他
に
転
用
さ
れ
る
お
そ
れ
の
な
い
方
法
に
よ
り
、
こ
れ
を
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
主
任
者
は
、
行
政
文
書
を
廃
棄
し
た
と
き
は
、
廃
棄
し
た
行
政
文
書
の
一
覧
表
に
廃
棄
し
た
年
月

日
を
記
載
し
て
、
文
書
管
理
者
及
び
文
書
管
理
主
任
の
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
節
　
書
類
等
の
様
式

（
書
類
等
の
様
式
）

第
三
十
九
条

次
に
掲
げ
る
書
類
等
の
様
式
は
、
山
梨
県
行
政
文
書
管
理
規
程
の
例
に
よ
る
。

一
　
収
受
印

二
　
添
付
文
書
管
理
票

三
　
起
案
用
紙

四
　
公
報
原
稿
用
紙

五
　
資
料
送
付
簿

六
　
決
裁
済
印

七
　
供
覧
用
紙

八
　
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
・
行
政
文
書
索
引

九
　
行
政
文
書
ホ
ル
ダ
ー

十
　
保
存
袋

十
一
　
行
政
文
書
保
存
箱

十
二
　
行
政
文
書
保
存
票

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

公
安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
二
号

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
丸
　
　
茂
　
　
紀
　
　
彦

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
都
留
警
察
署
の
部
西
桂
警
察
官
駐
在
所
の
項
中「
南
都
留
郡
西
桂
町
小
沼
一
五
〇
〇
の
一
」

を
「
南
都
留
郡
西
桂
町
小
沼
一
五
九
二
の
三
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

正
　
　
　
誤

ペ
ー
ジ

段

行

誤

正

○
　
平
成
十
八
年
三
月
三
十
日
山
梨
県
規
則
第
二
十
九
号
（
地
方
公
営
企
業
法
第
三
十
九
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
知
事
が
定
め
る
職
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
）

三

下

終
わ
り
か
ら
五

工
事
施
工
管
理
監

工
事
検
査
監

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
六
百
五
十
九
号
　
　
平
成
十
八
年
四
月
二
十
日

三
二
五



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
六
百
五
十
九
号
　
　
平
成
十
八
年
四
月
二
十
日

三
二
六


